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わ
が
ま
ち
紹
介 

日
本
を
代
表
す
る
ほ
ど
の
巨
大
な
別
荘
の
集
ま
り 

〝 

京
都
南
禅
寺
界
隈 

〟 

 

 

 

  

 

                          

 

 ：
平
成
平
成
２７
年

１０
月
１５
日
（
木
） 

平
成
27
年
11
月
15
日
（
木
） 

京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線

蹴
上
駅
改
札
出
口
に
集
合 

順
路
：
蹴
上
駅
→
蹴
上
発

電
所
→
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
→
琵
琶
湖
疏
水
記
念
館

→
無
鄰
菴
庭
園
→
京
都
国

際
交
流
館
→
蹴
上
駅 

蹴
上
発
電
所 

 

明
治
２４
年
に
、
米
国
コ

ロ
ラ
ド
州
ア
ス
ペ
ン
の
水

力
発
電
所
を
参
考
に
し
た

日
本
最
初
の
水
力
発
電
所

で
あ
る
「
蹴
上
発
電
所
」

が
「
琵
琶
湖
疎
水
」
明
治
２３

年
４
月
竣
工
の
豊
富
な
用

水
を
利
用
し
て
蹴
上
に
完

成
し
、
明
治
２４
年
１１
月
に

送
電
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
発
電
さ
れ
た
電
気

は
京
都
市
内
の
工
場
に
動

力
用
電
力
と
し
て
供
給
さ

れ
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
運

転
動
力
も
こ
の
電
力
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

明
治
２８
年
２
月
に
開
通
し

た
京
都
電
気
鉄
道
・
伏
見

線
（
日
本
で
最
初
の
市
街

電
車
）
に
も
電
力
を
供
給

す
る
な
ど
、
新
し
い
産
業

の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
、

京
都
市
発
展
の
一
大
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。 

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン 

琵
琶
湖
疏
水
は
京
都
と

大
津
間
の
船
の
輸
送
を
用

途
の
一
つ
と
し
て
い
た
が
、

落
差
の
大
き
い
場
所
は
船

が
運
行
で
き
な
い
の
で
、
台

車
に
船
を
載
せ
て
上
下
さ

せ
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
で
運

行
し
て
い
た
。 

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
は
蹴

上
船
溜
り
と
現
在
の
琵
琶

湖
疏
水
記
念
館
前
の
南
禅

寺
船
溜
り
を
結
ぶ
延
長
640

米
、
敷
地
幅
22
米
、
勾
配

15
分
の
1
の
路
線
で
、
通

過
時
間
は
10
分
か
ら
15

分
だ
っ
た
。 

 

琵
琶
湖
疏
水
記
念
館 

平
成
元
年
8
月
9
日

に
開
館
し
た
。 

琵
琶
湖
と
京
都
を
結
ぶ
運

河
琵
琶
湖
疏
水
の
完
成
百

周
年
を
記
念
し
て
京
都
市

が
開
設
し
た
。 

所
蔵
資
料
は
琵
琶
湖
疏

水
と
と
も
に
平
成
19
年
に

近
代
化
産
業
遺
産
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

無
鄰
菴 

 
無
鄰
菴
（
む
り
ん
あ
ん
）

は
、
明
治
の
元
勲
と
い
わ
れ

た
元
老
・
山
縣
有
朋
の
別
荘

の
一
つ
で
、
こ
の
名
が
付
け

ら
れ
た
別
荘
と
し
て
は
三

代
目
に
あ
た
り
ま
す
。 

最
初
の
無
鄰
菴
は
山
縣

の
出
身
地
山
口
県
に
、
次
の

無
鄰
菴
は
京
都
市
中
京
区

に
作
ら
れ
、
最
後
が
こ
の
南

禅
寺
の
傍
ら
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。初
代
の
無
鄰
菴
は 

す
で
に
失
わ
れ
、
二
代
目
は

所
有
者
が
変
わ
り
、
改
修
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
も

残
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
の
無
鄰
菴
は
南
禅

寺
の
す
ぐ
西
側
、
琵
琶
湖
疏

水
ほ
と
り
に
あ
る
。
敷
地
は

千
坪
ち
か
く
あ
り
、
山
縣
が

入
手
し
、
実
際
に
作
庭
が
行

な
わ
れ
た
の
は
明
治
27
～

29
年
に
か
け
て
で
す
。 

政
治
家
・
軍
人
で
あ
っ
た
山

縣
は
な
か
な
か
の
数
寄
者

で
、
こ
と
に
庭
に
関
し
て
は

自
分
の
好
み
に
と
こ
と
ん

こ
だ
わ
っ
た
人
の
よ
う
で

す
。 

こ
の
無
鄰
菴
も
明
治

時
代
に
新
た
な
様
式
で
作

ら
れ
た
近
代
庭
園
の
先
駆

け
と
も
い
え
る
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
無
鄰
菴
の
作
庭
工

事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
が

屋
号
「
植
治
」
こ
と
７
代
目

の
小
川
治
兵
衛
で
す
。
植
治

は
先
に
平
安
神
宮
神
苑
の

作
庭
に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の

名
が
知
ら
れ
始
め
た
ば
か

り
で
し
た
が
、
山
縣
は
植
治

に
庭
作
り
の
構
想
と
施
工

に
つ
い
て
指
導
し
、
植
治
も

そ
れ
に
応
え
様
々
な
技
術

を
身
に
つ
け
、
以
後
多
く
の

近
代
の
名
園
を
作
っ
て
い

く
契
機
と
な
り
ま
し
た
。 

 

無
鄰
庵
会
議 

 

無
鄰
庵
の
洋
館
2
階

の
間
は
、
し
ば
し
ば
要
人
と

の
会
見
に
用
い
ら
れ
た
。
明

治
36
年
4
月
21
日
に
は

こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
「無
鄰
菴

会
議
」が
行
わ
れ
た
。
そ
の

時
の
顔
ぶ
れ
は
、
元
老
山

縣
有
朋
、
政
友
会
総
裁
伊

藤
博
文
、
総
理
大
臣
桂
太

郎
、
外
務
大
臣
小
村
寿
太

郎
で
あ
る
。
当
時
、
ロ
シ
ア

は
強
硬
な
南
下
政
策
を
と

っ
て
お
り
、
満
州
の
み
な
ら

ず
北
朝
鮮
で
も
勢
力
を
拡

大
し
て
い
た
。 

京
都
国
際
交
流
館 

市
民
の
国
際
交
流
の
拠
点

と
し
て
平
成
元
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
京
都
市
国
際
交

流
会
館
。 

人
々
が
出
会
い
、

語
り
合
い
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
今

日
ま
で
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
、 

利
用
者
も
500

万
人
を
超
え
て
い
る
よ
う

で
す
。 
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２０１５年１１月度行事予定 

“京都の奥深さが見えてくるまち山科”毘沙門堂 

月 日：2015年１１月１９日（木曜日）  

集合場所：ＪＲ山科駅   集合時間 10:00 

訪 問 先：毘沙門堂跡 

順 路：ＪＲ山科駅 →毘沙門堂門跡（拝観後一次解散） 

健脚者は沢ノ川沿いをハイキングし山科駅へ 

そ の 他：詳細は別途配布の資料によって下さい。 

２０１５年１２月度行事予定 

阪急電鉄の社名が付いたまち“阪急正雀” 

月 日：2015年１2月１7日（木曜日） 

集合場所：阪急正雀駅改札口  集合時間 9:30 

訪 問 先：阪急正雀工場 

内 容：阪急電鉄正雀工場内の見学 

10 時から（約 90 分工場見学） 

そ の 他：詳細は別途配布の資料によって下さい。 

無鄰庵会議の行われた部屋 

インクラインで使われた台車 

東山を背景とした無鄰菴の庭園 
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